
中央市
農業振興公社だより

令和６年９月

第Ⅱ号
農業用機械貸出のご案内

一般財団法人中央市農業振興公社では、中央市の農業従事者の皆様を対象に
農業用機械の貸出を行っております。
貸出農業用機械の種類・使用料金は下記のとおりです。

備考
使用料金

機械名称番号
一日半日

1,000円500円
もろこし脱粒機

（コーンシェラー５型）
1

自走式2,000円1,000円
大豆脱粒機
（PBT610B）

2

定置式2,000円1,000円大豆選別機3

11,000円5,500円乗用草刈機4

今年度より新たに導入11,000円5,500円ハンマーモア5

1,200円600円管理機6

2,000円1,000円動力噴霧器7

1,000円500円刈払機8

２４馬力 キャビン付き12,400円6,200円
乗用トラクター
（EG224）

9

2,400円1,200円マルチ張り機10

無料無料無煙炭化機11

農業用機械使用料金表

※機械の使用方法は、ご利用の時に詳しくご説明いたします。
※乗用トラクターについて
田富・玉穂方面に関しては、積載車をお持ちの方に限ります。（タイヤの損耗が原因のため）

農作業受託事業のご案内
一般財団法人中央市農業振興公社では、中央市内の農地を対象に、農地の草刈り及び
耕うん作業等を行っております。農家の皆様のご利用をお待ちしています。

農作業受託事業料金表
備考賃金額単位作業内容作業区分

機械・運搬・洗浄料・（税込み）11,000円10a当り耕うん・耕起のみ耕うん・耕起

機械・運搬・洗浄料・（税込み）10,000円10a当り
乗用草刈機での乗用草刈り機

草刈り（刈払機を含む）

【注意事項】

・圃場や天候によって、希望の日程に添えない場合や、圃場の確認を行いお引き受けできない場合がございますので、
あらかじめご了承願います。

※作業条件は、圃場条件及び圃場状況によって２０％～８０％の割増賃金が係る場合もあります。
また、抜根・整地作業については、別途業者見積り対応となります。
但し、急傾斜地等の作業は行いません・※令和４年（２０２２年）４月１日改正

ホームページ インスタグラム ツイッター

各SNSにて最新情報をお届けしています！

（一財）中央市農業振興公社

山梨県中央市大鳥居3866 TEL:055-269-2411

道の駅とよとみ

山梨県中央市浅利1010-1   TEL:055-269-3424

お問い合わせ

応募期間

詳細は次ページへ
スマホ写真も大歓迎です
PCやスマホから応募できます

作品テーマ

応募方法

応募フォームはこちら▷▷

約５分で完了!



中央市内で撮影された農村風景の魅力が感じられる写真を募集します！例えば
レンゲ畑や桜などの風景、農産物収穫（体験）の様子（人物メインでも可）など。
居住地に関係なく、どなたでもご応募いただけます！お気軽にご応募ください！

2024年9月1日 ～ 2024年12月31日まで。
（撮影時期は2022年1月以降のもの。入賞発表は１月下旬を予定しています。）

● 優秀賞 （1名） ： 道の駅とよとみ 農産物等詰め合わせ（極）
● 入 選 （3名） ： 道の駅とよとみ 農産物等詰め合わせ

応募フォームから写真データを送信するだけ！（約5分）

①作品テーマに沿った写真を撮影

②「応募フォーム」から写真のアップロード及び必要事項を入力して送信。

＊応募フォームは公社だより表紙のQRコードを読み取り頂くか、道の駅とよとみホーム

ページからもアクセスいただけます。

＊応募フォーム利用にはGoogleアカウントへログインが必要です。Googleアカウント

をお持ちでない方はお手数ですがアカウントを作成のうえ、ご応募ください。

＊必ず応募前に『応募規約』をお読みください。応募規約は応募フォーム内、または

ホームページから確認いただけます。

①写真を撮影 ②応募フォームから
写真を送信！

入賞した!

（一財）中央市農業振興公社では、土壌分析に基づいた適正な施肥を推進して

おり、県中北農務事務所と連携して、田・畑等の土壌分析を承っています。

土壌分析の結果をもとに施肥を行うことで、①土壌養分の過不足状態の解消、

②施肥コストの削減、③環境負荷の低減といった効果が期待されます。

① 注意事項

 採取時期は前作終了後とし、土壌改良材や肥料の施用がされていないこと。

 ３年に１度を目安に分析します。

 １人1サンプルまでとします。

 サンプルが集中した場合は調整させていただく場合がございます。

② 土壌の採取

 1圃場あたり４～５か所土壌採取位置を決める。

 深さは、表面から10～15cm程度の作土とする。

 4～5ヶ所から採取した土を良く混合する。

③ 土壌の調整

 混合した土壌は新聞紙などの上に広げて十分乾燥するまで日陰干しする。

 乾燥したら１～２mmのふるいにかけ、ふるった土壌（200g程度）を紙封筒（長形２号）にそのままいれる。

 紙封筒に封をして氏名、住所、圃場の位置、栽培品目を記載する。

④ 土壌サンプルの提出 （受付期間：～令和6年10月31日まで）

 紙封筒に入れた土壌サンプルを（一財）中央市農業振興公社へ持参。

 後日、 （一財）中央市農業振興公社にて、分析結果をお渡しします。

土壌分析をしてみませんか？

土壌分析の流れ

昨年の分析結果ご報告の様子① 昨年の分析結果ご報告の様子②（果樹農業塾）

今年度果樹農業塾（ぶどう）参加者は

第4回,第5回講習会にて土壌採取/分

析結果の報告を予定しています。

果樹の場合 野菜の場合

：樹の植え付け位置
◇：土壌採取位置

樹冠から50cm程
度内側が目安

土壌分析は『やまなしGAP』の取組項目にある
農産物の安全性向上、環境負荷の低減に貢献します

やまなしGAPマーク

９月
14日 ～ 16日：

19日 ～ 25日： お彼岸入り ～ お彼岸明け お花販売

17日 ： 11月 未定 ： 感謝の集い 野菜 新鮮野菜が当たるキャンペーン開催！

10月 下旬 ： 中央市産

※画像はイメージです

11月 3日 ： 出店予定！


